

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	記　入　日
	年　　　月　　　日

	団体名
	
	代表者名
	

	所在地
	〒

	ＴＥＬ
	
	ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
	

	ＦＡＸ
	
	E-mail
	

	■活動の目的(ミッション)
	団体設立
	年　　　月

	
	法人成立
	年　　　月

	
	会　員の状 況
	区 分
	個　人
	団　体
	

	
	
	正会員（ＮＰＯ法上の社員）
	
	
	

	
	
	その他
	
	
	

	
	役員数
	理 事　　 人､ 監 事　　 人

	■主な活動･ＰＲ










	Ⅰ－１
	※ 活動目的､理念､事業が目指すものを公開していますか。
	①

は　い
	②

いいえ

	
	★　活動目的や理念などを広く市民にアピールし、団体の理解を深めてもらうことで多くの市民の支援を得ることができ、それによって活動目的を達成しやすくできます。
	

	Ⅰ－２
	事業を企画する際に、設立目的や理念と照らし合わせていますか。
	①

は　い
	②

いいえ

	
	★　ＮＰＯにとって設立目的に沿った事業を実施することは、市民の共感と参加を呼び起こす上で最も重要なものです。
	

	Ⅰ－３
	事業計画の作成に際し､事前にニーズ把握や情報収集を行っていますか。
	①

は　い
	②

いいえ

	
	★　事業計画を作成する上で、事業の対象者のニーズ把握を十分に行い、現実に実現可能であるかを検討することが必要です。
	

	
	⇒①はいの場合：具体的な取り組みは？

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
	

	
	
	

	Ⅰ－４
	アンケート等による感想や意見を聴取するなど、常に事業（プロジェクト）の成果や課題を把握していますか。
	①

は　い
	②

いいえ

	
	★　事業が終了した時には、実施結果が事業計画の目標に対してどうであったかを確認することが必要です。その際には、事業対象者から感想や意見を聴取するなど、対象者の立場に立った評価が大切です。
	

	Ⅰ－５
	事業全体を網羅した報告書を作成するにあたって、理解しやすくするための工夫をしていますか。
	①

は　い
	②

いいえ

	
	★　事業実績を明確にすることは、団体の発展を図る上で不可欠の要件であり、団体の事業運営の適正を期すためにも分かりやすい事業報告書を作成することが必要です。図の多用や過去の実績との比較などの工夫により、実績を理解しやすく説明することが望まれます。
	

	
	⇒①はいの場合：どんな工夫ですか？

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
	

	
	
	

	Ⅰ－６
	今年度の事業計画では､事業の見直しや修正、新しい事業の開発などをしていますか。
	①
は　い
	②
いいえ

	
	★　同一事業を持続することに意味がある場合もありますが、対象者や事業環境の変化を把握し、新しい状況に応じて適宜事業の見直しや修正を行い、事業の再構築をしていくことも必要です。
	

	
	⇒①はいの場合：どんな改善ですか？

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
	

	
	
	

	Ⅰ－７
	他のＮＰＯや団体とのネットワークに参加していますか。
	①

は　い
	②

いいえ

	
	★　１団体では困難なことも、複数の団体が互いの強みを発揮しあえば可能となることもあります。設立目的を達成する手段として多様なネットワークが活用できる場合も少なくありません。
	

	
	⇒①はいの場合：どんなネットワークですか？

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
	

	
	

	Ⅰ－８
	他のＮＰＯや団体が主催する活動に協力したり、共同で事業をしていますか。
	①

は　い
	②
いいえ

	
	★　共通の目標実現のために、他の団体と協力して事業を遂行することにより、自らの活動の幅が広がるなど、その効果は大きいといえるでしょう。
	

	Ⅰ－９
	企業と協働事業を行ったり、働きかけたりしていますか。
	①

は　い
	②
いいえ

	★　企業は社会を構成する大きなセクターです。ＮＰＯとは随分と性格の異なる存在ですが、（建設的な）批判を含む働きかけをしたり、逆に協働で事業を行うなど、積極的に関わることで、社会をより良くすることができる場合は少なくありません。
	

	⇒①はいの場合：どんな関わりですか？

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
	

	

	Ⅰ－１０
	行政と協働事業を行ったり、働きかけたりしていますか。
	①

は　い
	②
いいえ

	
	★　行政も社会を構成する大きなセクターです。ＮＰＯとは随分と性格の異なる存在ですが、（建設的な）批判を含む働きかけをしたり、逆に協働で事業を行うなど、積極的に関わることで、社会をより良くすることができる場合は少なくありません。
	

	
	⇒①はいの場合：どんな関わりですか？

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
	

	
	
	

	Ⅰ　ＮＰＯの目指すものと実際の活動について　の「①はい」の合計数
	




	Ⅱ－１
	※ 意思決定機関（総会、理事会等）の会合は定期的に開催されていますか。
	①

は　い
	②

いいえ

	
	★　総会はＮＰＯ法人にとって最高の意思決定機関。会員(社員)がＮＰＯ法人の経営に対する意思表明ができる重要な機会であり、少なくとも年1回以上開催されることが必要です。

また、理事会は、法人の業務運営を組織的に決定する重要な役割を担っており、定期的に開催されることが必要です。
	

	Ⅱ－２
	※ 総会・理事会の議事録を作成していますか。
	①

は　い
	②

いいえ

	
	★　団体の意思決定を明らかにするために、総会･理事会の議事録を作成することが必要です。議事録には、議決の内容のみならず、議事の経過等を具体的に、かつ、なるべく詳細に記載することが大切です。
	

	Ⅱ－３
	総会や理事会の議事録を公開していますか。
	①

は　い
	②

いいえ

	
	★　団体の民主的な運営の確保等の観点から、団体の意思決定機関である総会や理事会の議事内容や、議事の経過、結果などを記載した議事録をできる限り広く開示することが望まれます。
	

	Ⅱ－４
	役員､事務局職員の業務分担や決裁権限を明確にし、共有化を図っていますか。
	①

は　い
	②

いいえ

	
	★　団体の規模が大きくなった場合、団体の事業活動を組織的に、有機的に運営していくためには、業務上の組織と分担される業務の範囲が団体の規則などで明確にしておくことが望まれます。
	

	Ⅱ－５
	組織運営や事業推進に関する重要事項について、組織としての決定を文書で決裁し、組織内で共有する仕組みが作られていますか。
	①

は　い
	②

いいえ

	
	★　団体の規模が大きくなった場合、重要な事項については、事前に責任者に文書で決裁を求め、その内容が組織内で共有される仕組みをつくることで、組織的な責任体制を整備できる場合も少なくありません。
	

	Ⅱ－６
	作成された文書は体系的に整理して保管されていますか。
	①

は　い
	②

いいえ

	
	★　団体の公正な運営を確保するためには、監事による監査や利害関係者の閲覧に対応できるよう、書類をわかりやすく整理して保管しておくことが必要です。
	

	Ⅱ－７
	事業計画書や予算書を公開していますか。
	①

は　い
	②

いいえ

	
	★　団体の公正な運営を確保するため、当該事業年度の事業種目や事業量等を定めた事業計画及びこれに基づく収入、支出の予算書を公開することが望まれます。
	

	Ⅱ－８
	※ 過去３年分【注】の事業報告書を事務所に備え置いていますか。
	①

は　い
	②

いいえ

	
	【注】設立後3年未満の団体は、「過去3年分」を「設立年度以降」と読み替えてください。

★　団体の公正な運営を保証し、会員(社員)や団体の債権者の利益を保護するために、事業報告書を事務所に備えておくことが必要です。
	

	Ⅱ－９
	※ 過去３年分【注】の事業報告書を会員(社員)や債権者などの利害関係人に閲覧できるようにするなどして公開していますか。
	①

は　い
	②

いいえ

	
	【注】設立後3年未満の団体は、「過去3年分」を「設立年度以降」と読み替えてください。

★　団体の公正な運営を保証し、会員(社員)及び団体の債権者の利益を保護するために、事業報告書を事務所で閲覧の求めに応じることが必要です。
	

	Ⅱ－１０
	寄付金などを得た場合、寄付者に報告書等を送付するなどして、寄付金の使途が分かるように配慮していますか。
	①

は　い
	②

いいえ

	
	★　寄付を継続･拡大してもらうためには、寄付者に対して、事業や会計を報告することは重要であると考えられます。


	

	Ⅱ　ＮＰＯの運営の方法と透明性の確保についての「①はい」の合計　
	




	Ⅲ－１
	団体の目的､概要を記したパンフレット類はありますか。
	①

は　い
	②

いいえ

	
	★　会員(社員)や支援者、事業の利用者の理解を求め、活動の輪を広げていくためには、団体の設立目的や事業活動をアピールするためのパンフレット類を作成し、提供していくことが必要です。

	Ⅲ－２
	会報や機関紙を発行していますか。
	①

は　い
	②

いいえ

	
	★　支援者や事業の利用者を増やすためには、事業活動の内容をタイムリーに提供していくことが必要です。
	

	Ⅲ－３
	ホームページを開設していますか。
	①

は　い
	②

いいえ

	
	★　手軽で低コストなホームページを活用した情報提供がNPOの今後の発展の鍵となるでしょう。また、情報公開の手段としても有効と思われます。
	

	Ⅲ－４
	ボランティア【注】などの形で広く一般市民の参画を得て組織運営や事業活動を進めていますか。
	①

は　い
	②
いいえ

	
	【注】 このシートで「ボランティア」とは、無償あるいは実費相当で自発的に活動する人をいいます。
★　ボランティアの参加者の多さは、設立目的や運営方法などに対する市民の共感度を反映する指標の一つです。
	

	Ⅲ－５
	ボランティアに、団体の活動目的や事業内容などを伝え、有意義な関わりができるようコーディネートする担当者はいますか。
	①

は　い
	②
いいえ

	
	★　ボランティアばかりで運営している場合は特別な「担当者」はいらないかもしれませんが、有給スタッフとボランティアが協働する場合は、両者の意識の共有化を図り、コーディネートするスタッフを配置することで、市民参画の活発化が期待できます。
	

	Ⅲ－６
	会員(社員)や寄付者を募るためのパンフレット類はありますか。
	①

は　い
	②

いいえ

	
	★　会費や寄付金は、非営利団体ならではの貴重な団体の自主財源です｡市民や企業に寄付を呼びかける際には、団体の活動内容が理解できるパンフレット類を用意しておくことが大切です。
	

	Ⅲ－７
	※ 会員（社員）名簿を作成していますか。
	①

は　い
	②

いいえ

	
	· 会員(社員)の管理は、団体の存立にかかわる基本的事項であることから、会員(社員)名簿を正確に作成し、加入、退会等の記載事項の変更を常時把握しておくことが必要です。
	

	Ⅲ－８
	寄付者名簿はありますか。
	①

は　い
	②

いいえ

	
	★　寄付を継続してもらうためには、団体の事業報告などを継続して行うことが重要であり、そのための台帳として寄付者名簿などを整備しておくことが大切です。
	

	Ⅲ－９
	ボランティア参加者の名簿はありますか。
	①

は　い
	②

いいえ

	
	★　ボランティアに継続して支援してもらうためにも、団体の情報の発信が必要です。そのため、ボランティア参加者の名簿を整備しておくことが大切です。

	Ⅲ－１０
	ボランティアに決算書や事業報告書等を公開していますか。
	①

は　い
	②

いいえ

	
	★　ボランティアに継続して支援してもらうためには、団体の目的だけではなく、事業の実績報告書を配付したり、ホームページで公開するなど積極的に提供していくことが大切です。
	

	Ⅲ　市民に開かれたＮＰＯの活動について　の「①はい」の合計　
	




	Ⅳ－１
	※ 決算書(財務諸表)は毎年度作られていますか。
	①

は　い
	②

いいえ

	
	★　団体の財産の状況を明確にすることは、団体の事業運営の適正を期し、団体の発展を図るうえで不可欠の要件であることから、一事業年度の事業成績とその発生原因を明瞭にする決算書は毎年度作成しなければなりません。
	

	Ⅳ－２
	「本来事業」(特定非営利活動に係る事業)の支出額が、「その他事業」（法人の目的と直接関わらないが、収益などを目的に実施される事業）の規模を上回っていますか。
	①

は　い
	②

いいえ

	
	★　NPO法人は、特定非営利活動を行うことを｢主たる目的｣とした法人であり、原則として全体の事業活動に占める特定非営利活動に係る事業の割合は過半であることが求められます。
	

	Ⅳ－３
	※ 届出書類(税務署､法務局、認証機関等）を期限内に提出していますか。
	①

は　い
	②

いいえ

	
	★　会員(社員)及び第三者を保護するためにも、法令で届出等が義務づけられている書類を期限内に提出するなど、法令を遵守することが必要です。
	

	Ⅳ－４
	事業の活発化が収入の増加に結びつくような安定的、継続的な収入源がありますか。
	①

は　い
	②
いいえ

	
	★　財政的な安定性を高めるためには、事業の活発化が収入の増加と連動するような収入を確保することが必要です。簡単なことではありませんが、本来事業に取り組むことで事業収入も確保できたり、支援者が増えるように事業を設計することが鍵になります。
	

	

	Ⅳ－５
	借入金を除いた単年度の収支の赤字は、単年度にとどまっていますか（２年度以上続いていない）。
	①

は　い
	②

いいえ

	
	★　元来、利益の拡大が目的ではないのがＮＰＯですし、立ち上げ時期や投資的に事業を拡大する場合などには単年度で赤字となることも少なくありません。しかしこの状態が続くと、事業の継続が難しくなってきます。
	

	Ⅳ－６
	ここ1年の間に、２ヶ月連続で、月締めの支払時期に現金不足で悩んだことがありませんか。
	①

な　い
	②

あ　る

	
	★　財政力の弱いＮＰＯにとって、資金繰りの管理は特に重要です。年間の支出額と収入額の増減の波を予測し、現金不足に対して事前に対策を立てることが必要です。
	

	Ⅳ－７
	預金に使用する印鑑、通帳等の保管方法や払出、預入の方法等について、複数で確認し執行する体制となっていますか。
	①

は　い
	②

いいえ

	
	★　会計上の不正や誤りが日常業務の遂行の中で、自動的に抑制される仕組みとして、複数で確認し執行する体制をとることが望まれます。
	

	Ⅳ－８
	預貯金通帳の残高と出納帳上の残高を定期的に照合していますか。
	①

は　い
	②

いいえ

	
	★　預貯金通帳の残高と会計帳簿上の預金残高を毎月1回以上、現金と現金出納帳上の現金額を毎週１回以上は照合することによって、現金と預貯金残高を確かめることが必要です。
	

	Ⅳ－９
	※ 監事が実施する監査において、会計監査とあわせて業務監査も受けていますか。
	①

は　い
	②

いいえ

	
	★　監事が実施する監査においては、団体の財務諸表やその他団体の財産に関する一切の書類、帳簿等を確かめる会計監査とあわせて、理事の業務執行や団体の事業の遂行が適正であるかどうかを確かめる業務監査を受けることが必要です。
	

	Ⅳ－１０
	財務諸表などについて、法的資格を有した専門家(公認会計士、税理士等）によるアドバイスを受けていますか。
	①

は　い
	②

いいえ

	
	★　ＮＰＯの活動内容に対する信頼性を確保するためには、専門家によるアドバイスを受けられるよう努力する必要があります。
	

	

	Ⅳ　ＮＰＯ活動を支える財務会計について　の①「はい」等の合計　
	




	Ⅴ－１
	現在の活動を推進するにあたって、万一、病気などで一部のスタッフが一時的に欠けても、事業水準を維持できる人数のスタッフが確保できていますか。
	①

は　い
	②
いいえ

	
	★　団体の設立目的や計画に沿った事業実施を行うためにも、安定性を保てるスタッフの確保が必要です。
	

	Ⅴ－２
	スタッフ間の役割分担が明確にできていますか。
	①

は　い
	②
いいえ

	
	★　団体の規模が大きくなった場合、団体業務の重複や欠落を生じないようにするためには、スタッフの主要な分担業務や責任と権限を明らかにしておくことが必要です。
	

	Ⅴ－３
	事業遂行に必要な専門的な知識や技術を持ったスタッフがいますか。
	①

は　い
	②
いいえ

	
	★　法令上、必要な有資格者の確保はもちろん、特に法令で義務づけられていなくても、他団体に対する自らの団体の特長を示すためにも、団体のテーマとする活動分野における専門性を発揮できるスタッフの確保が必要です。
	

	Ⅴ－４
	常勤のスタッフ（有給、無給は問わず）がいますか。
	①

は　い
	②

いいえ

	
	★　団体が組織的で安定的な運営を確保するためにも、常勤の事務局スタッフを有することが望まれます｡
	

	Ⅴ－５
	スタッフ間で定例的にミーティング､情報交換を行っていますか。
	①

は　い
	②

いいえ

	
	★「連絡は団結なり」と言われます。団体の事業を効果的、効率的に実施していくうえでスタッフ間でのミーティングを定例的に行うことが大切です。
	

	Ⅴ－６
	スタッフ向けの研修会を開催したり､外部研修会に参加していますか。
	①

は　い
	②
いいえ

	
	★　団体の設立理念への情熱を持ちつつ、事業に関する専門的技術と業務遂行能力を持ったスタッフを育てるためには、教育･研修の充実が大切です。
	

	Ⅴ－７
	事務所または独立した専用の事務スペースを確保していますか。
	①

は　い
	②

いいえ

	
	★　規模が大きくなった場合、ＮＰＯの活動を円滑に進めるうえで、団体の事務や活動全般にかかるさまざまな物品を保管する場所やスタッフが集まって会議等をする専用スペースを確保していくことが望まれます。
	

	Ⅴ－８
	会員（社員）が前年度から減っていませんか。
	①

減っていない
	②

減っている

	
	★　継続会員(社員)を増やすためには、会員(社員)が、何に共感し、何を期待しているかを知るとともに、退会する人の理由や要因を確認することも大切です｡
	

	Ⅴ－９
	活動を支えるボランティアの人数が、ここ数年、減っていませんか。
	①

減っていない
	②

減っている

	
	★　継続的に活動に参加してもらえるボランティアを確保するためには、ボランティアが、何に共感し、何を期待しているかを知るとともに、団体から離れていく人の理由や要因を確認することも大切です｡
	

	Ⅴ－１０
	寄付者数と寄付総額の両方が前年度から減っていませんか。
	①

減っていない
	②

減っている

	
	★　資金以外の物品などの寄付も受けながら、団体の活動に対する理解を深めてもらうことも大切です。なお、寄付者数か寄付額のいずれか一方は増えているという場合は「減っていない」にカウントしてください。


	

	Ⅴ　ＮＰＯ活動にあたっての基盤の確保についての①「はい」等の合計　
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お問い合わせ先





　


寝屋川市　人・ふれあい部　市民活動振興室


〒５７２－８５５５　寝屋川市本町１番１号


TEL： ０７２－８２４－１１８１（代表）


FAX： ０７２－８２５－２６３８


E-mail：siminkatudo@city.neyagawa.osaka.jp


Ｈ Ｐ：http://www.city.neyagawa.osaka.jp/index/soshiki/siminkatudou.html








ＮＰＯが事業を継続的に展開していくためには、財務面での健全性や安全性を確立するとともに、そのチェック体制の整備が求められます。


以下の項目は、財務面から収支状況の健全性や安定性を見るとともに、その適正な運用や透明性、  監査機能の状況などについて、確認するものです。





　市民がボランティア等の形で参加する際には、団体の広報活動や支援者へのサポート体制などが大切です。


  以下の項目は、社会に開かれた存在となり、社会的な信頼をつくりあげていくため、広報活動を促進し、支援者の参加意識と活力を引き出すための取り組みについて確認するものです。





組織の意思決定の公正性や公開性、透明性の確保は、会員や社会の信頼をつくりあげていく上での基礎をなすものです。


　以下の項目は、理事会･事務局がその機能を果たしているか、また情報開示を通じて会員や社会に説明責任を果たしているかなど、公益活動を行う主体として適正であるか等について確認するものです。





　前年度（ないしは前期）の実績を踏まえて、次の質問に答えてください。項目の中には主観的な回答とならざるをえないものも含まれています。この場合、自らの問題意識や姿勢に基づいて答えてください。


最後に、分野ごとの①の｢はい｣等の数を数えて合計欄に記入してください。


なお、※印の項目は､ＮＰＯ法で定められているなど、ＮＰＯとして活動していく以上最低限実施することが必要な項目です。





自己点検結果に対するコメント





団体の概要





Ⅳ　ＮＰＯ活動を支える財務会計について





シートに対する意見・感想





Ⅲ　市民に開かれたＮＰＯの活動について





ＮＰＯがその活動を活性化していくためには、組織を支える人材の確保や育成も大切です。


以下の項目は、運営マネジメント能力をもったスタッフの育成や団体を支える会員やボランティアなどの確保の状況について、確認するものです。





Ⅱ　ＮＰＯの運営の方法と透明性の確保について





Ⅰ　ＮＰＯの目指すものと実際の活動について





Ⅴ　ＮＰＯ活動にあたっての基盤の確保について





ＮＰＯ活動自己点検の結果

















シートの目的


このシートは、ＮＰＯ(特定非営利活動法人及び不特定多数の利益の増進を目的とする任意団体)が運営や活動状況を自己点検することで自己改善に役立てるとともに、その結果を簡潔に示し、市民の皆さんがＮＰＯに参加したり寄付等の支援をしようとする際や、行政がＮＰＯと協働で問題解決をしようとする際に、団体についての基本的な理解を深めるためのシートです。





シートの内容


シートには、特定非営利活動促進法(ＮＰＯ法)で定められているなど、ＮＰＯ法人である場合最低限実施することが必要な項目(※印の項目)を含め、活動をさらに発展していくために実施することが望ましいと考えられる50項目をあげています｡


活動歴が浅いＮＰＯでは、必ずしも全ての項目ができているとは限りませんし、各団体の活動の目的や種類、規模、形態などによっては、あてはまらない項目もありえます｡


また、項目の中には主観的な回答とならざるをえないものも含まれています。この場合、自らの問題意識や姿勢に基づいて答えてください。





シートの活用法（例）


《ＮＰＯの皆様へ》


このシートは、それぞれのＮＰＯが自らの活動や組織運営の改善・発展のために、


足りない部分を見つけるための自己点検として活用できます。


例えば、目標を決めて改善に努め、１年後に再度確認するなどして活用してください。


また、このシートを説明資料などとともに、ご自分の団体のホームページに掲載するなど、支援者に積極的に公開し、団体のＰＲにも活用してください。





《市民の皆様へ》


このシートは、市民の皆様がＮＰＯにボランティア参加をしようとするときや、寄付等の支援をしようとする際に、その団体の組織運営の状況を知るための手掛かりとして利用してください。


なお、このシートは、各団体の事業内容について詳細に問うものではありません。


関心のある団体の活動をさらに深く知るためには、このシートとあわせてその団体のパンフレット､会報や事業報告書を見たり、団体から直接説明を聞いてみてください。


その上で、このシートを手掛かりにすると、総合的に判断しやすいでしょう｡





ＮＰＯは、その設立目的や理念の実現を目指してさまざまな事業を行っています。


以下の項目は、ＮＰＯの設立目的や理念と事業との整合性、事業の企画立案や結果の検証、社会との関係づくりや、さまざまな利害関係者(ステークホルダー）との関わり方について確認するものです。














　


以上の各項目ごとの「はい」の数の合計が多いと、一般的には、その項目についての団体の運営が組織的、安定的であるといえます。もっとも団体の活動の目的や種類、規模、形態などによっては、不適切な問いもあるかもしれません。その場合は、その問いを除き、皆さんの団体の特性に合ったシートにした上で、集計してください。


各項目の集計結果は、次ページのレーダーチャートにあてはめることも可能です。


団体の得意･不得意を簡単に確認できます。





ＮＰＯ活動の自己点検項目
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